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〒 189 東京都東村山市青葉町4-1-10

多磨全生園　松本馨

終末論的希望

(１)
福音書には、世の終りの審判につ

いてイエスの予言が記されている。
これは死を前にしてのイエスの予言
であるがそれだけにその内容は異常
で、正常な心では理解しにくい。マ
タイ２４章の世の終りの審判を、誰
がそのまま信ずることが出来るだろ
うか。しかもイエスの予言は外れた
とも言われている。それだけに一層
理解しにくいグロテスクな内容を
持っているのである。
然しその内容がグロテスクであっ

ても世の終りが迫っていると考えた
イエスの予言が外れたとしても、こ
の世界が終りの日に審かれるであろ
うこと、即ち、キリストによるこの
世界の支配が完成するということは、
真実であり、それを否定することは
出来ない。
キリストの来臨を否定することは

内村先生が言われているように、十
字架と復活を否定することである。
世の終りについては、それがどの

ような形で来るのか、亦いつ来るの
か誰もその日その時を知る者はいな
い。子も知らず、唯父のみ知り給う。
それ故に、聖書はいろいろな形で世
の終りを語っている。その代表的な
ものはヨハネ黙示録である。然し、
その内容について、それをそのまま
信ずることには抵坑を感じる。

唯一つ、ヨハネ黙示録の中で理解
可能なもの、リアルなものとして受
け取ることが出来るものは、神の子
羊に十字架を見ることである。福音
書の、イエスの世の終りの審判につ
いても、審判者たる人の子に十字架
を見る時、それは現実の出来事とし
て受け取らされるのである。それ故
に十字架をはなれてキリストの来臨
はないし、審判もない。天の万軍を
引卒いて地上に来り給う人の子に十
字架を見ることが出来なければ、そ
れは夢幻であり私達と何のかかわり
もない。然し、人の子と十字架が重
なる時、世の終りは現実の問題であ
り、審判もまた現実の出来事なので
ある。
それ故にキリストの来臨を語ると

き、十字架とかかわりなしに語るこ
とは私には出来ない。再臨運動が教
会の厳しい批判を受け、反対された
のは、再臨運動に十字架が欠落して
いたためではないだろうか。再臨運
動が現実と遊離し、星占い的なもの
になってしまうのは、十字架が欠落
しているためである。戦時中そして
戦後、日本では再臨運動が起つたが、
その中には必ず星占い的な予言者が
起り、何年何月何日にキリストが来
ると予言した。そうした言葉を信じ
た者は、この世とのかかわりを断ち、
ひたすらその時を待つた。つまり、
現実に対して責任を負わない、家族
に対して、社会に対して、政治に対
して責任を取ろうとしない。キリス

九
月
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ト来臨の前に、それらは無意味なも
のとなってしまうのである。再臨運
動にはこうした現実に対して責任を
とろうとしない姿勢が多少にかかわ
らずある。再臨運動が非難されるの
は、これがためである。内村先生の
再臨運動は、こうした弊害はなかっ
たように見えるが、その危険を孕ん
でいたものと思われる。或いは先生
の再臨運動に信従した者の中には、
家族を捨て、社会を捨てた者はいな
かつたであろうか。
内村先生の再臨運動は、戦争反対

の平和に徹した内村先生が、第１次
大戦の世界に絶望し、真の平和は、
戦争なき世界は、キリストの来臨以
外にないと信じたためではないだろ
うか。先生の再臨運動は第１次大戦
の唯中で起っているのである。再臨
運動が現実との緊張関係を絶ち、思
考を絶つのと相違して、第１次大戦
という現実との緊張関係から起って
いることは注目してよいと思う。
然らば現代の再臨運動は現実との

いかなる緊張関係において起るのだ
ろうか。
２代目の先生の中に、再臨運動を

起した者が１人もいない事は不思議
である。そのよしあしは別として、
起らなかった原因の一つは、「敗戦の
神義論」が指摘しているように、内
村先生が戦争に反対し、第１次大戦
という現実の厳しい緊張関係に立た
されていたのに対して、２代目の先
生の中には１5年戦争という厳しい
現実の緊張関係の外に立たされてい
た者があったように思われる。若し
も内村先生がとられたように、戦争
に反対し、平和に徹したならば、現
実との厳しい緊張関係から、弟子の
中から１人位は再臨運動に立ち上が
る者があったのではないだろうか。

現代は神なき世界であり、混迷と
頽廃の世界であり、世の終りが来た
のではないかと思われる程に神なき
世界であり、このような状況の中で
再臨運動が起らないのは現実との緊
張関係が欠落しているためではない
か、神による支配を心から待望して
いないためではないのか。いかにし
て現実との緊張関係に立つことが出
来るのか、それは、この世界が十字
架によって審かれていること、亦同
時に贖われていることを十字架のイ
エスにおいて示されることである。
即ち、十字架に固着する時、現実と
の緊張関係にいれられるのである。
その緊張関係から再臨への希望が大
きく生れる。そしてその再臨は、十
字架による再臨であり、十字架をは
なれて再臨はない。この十字架によ
る再臨の期待は、現実に対しての緊
張関係に入らしめ、家族に対して、
社会に対して、政治に対して責任を
負うのである。それ故に十字架によ
る再臨運動は、この世に対して最も
積極的に責任を果すのである。終末
論的希望とはこの意味で、この世に
対して誰よりも積極的に肯定し、愛
し労働するものである。
(２)

「聖書の研究」１9１ 9年 2月号に
「万人に関わる大いなる福音」という
文章が掲載されている。これは大阪
で開かれた「キリスト再臨研究大会」
の講演の要旨である。この文章を読
む時、戦争に反対し、平和を翼求し
た先生が、第１次大戦に絶望し、キ
リスト再臨に走った内的経過がうが
がわれる。この文章の中で先生は次
のようなことを言われている。「キリ
スト再臨は、ただにキリスト信者に
関わる問題ではない。世界万民に関
わる問題である。国という国、人と
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いう人にして、この問題に対して深
き興味を持たざる者とてはない筈で
ある。戦争絶対的廃止に関わる問題
である。更に進んで人生の総ての悲
哀、総ての苦痛、然り、死そのもの
の廃止に関わる問題である。」又次の
ようにも言っている。「今や全世界の
注意をひくものは、大統領ウィルソ
ンの提出にかかる国際連盟問題であ
る。人類の利害、休戦に関する大問
題であるからである。然し乍らその
重大の程度においては、キリスト再
臨は国際連盟の比にあらざるは言う
までもない。連盟は戦争防止にとど
まる。されども再臨は戦争の根本的
廃止をもち来たすのである。」
国際連盟は、第１次大戦終了後、

世界の恒久平和をのぞむ人達によっ
て作られたのであるが、先生は第１
次大戦を通し人間の罪の深さを知ら
され、キリスト再臨以外に戦争の絶
対廃止、恒久平和のない事を鋭く指
摘しているのである。その後の歴史
が先生の指摘した通り第２次大戦を
うんだ。先生は正に日本における予
言者としての役割を果している。
先生は再臨運動を「運動」と呼ば

ないで「研究大会」と呼んでいる。再
臨運動の熱狂的狂信的に走ることを
恐れ、「研究大会」と呼んだのであろ
うか。私は先生の「キリスト再臨研
究大会」に心ひかれ乍らも、再臨運
動には疑問を持つ。再臨はあくまで
も神の秘義に関わる事である。イエ
ス御自身が言われているように、そ
の日その時を知るものはない。子も
知らず、唯父のみ知り給う事である。
この意味で再臨は、人聞の側の想像
や予測をゆるさないものであり、そ
こには絶対的とも言うべき断絶があ
る。再臨運動や研究大会にはこの断
絶を側の熱心によって越えようとす

るものがないだろうか。神の側の出
来事を人聞の側の出来事にしようと
する恐れはないだろうか。
又この世界の諸問題に対する義務

と責任を回避し、再臨に帰してはい
ないか。再臨運動が世界の諸問題の
根源的解決であり、義務と責任を果
す事であるとしていないか。内村先
生の「キリスト再臨研究大会」の講
演の要旨からは、そのようなものは
微塵も感じられないが、受ける側は
必ずしも先生のような受け止め方を
したとは限らない。
私は、キリストの再臨は大会や運

動によって広めるものではなく、あ
くまでも十字架による約束の言葉と
して宣教すべきものであると信ずる。
この意味で再臨を語る事は十字架を
語る事である。十字架にある義とは、
私達の救いを約束したものであり、
その約束とは十字架による罪の赦し
であり、罪の赦しとは世の終りの日、
即ちキリストによる世界の審判の日
に神の国に入れられる事である。そ
れ故に十字架による罪の赦しと救い
とは世の終りの日のキリスト来臨を
指すものである。十字架に固着する
事はキリストの復活と再臨に固着す
ることである。キリストは蔑しい下
僕の形をとって、この世に来られ、
私達と全く同じ試みに会わされ、虐
げられ、苦しめられ、十字架の死に
までくだって行かれた。イエスは、
荒野でサタンに「汝神の子ならば、
この石に命じてパンとせよ」と試み
られた時、神の子の権威をもちいず
あくまでも人の位置に立たれた。ゲ
ツセマネで捉えられた時も、神の子
の権威をもちいず、人として捉えら
れ、十字架の極刑に処せられた。「我
が神、我が神、どうしてわたしをお
見捨てになったのですか。」（マルコ
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15:34)
神の子が、人間のどん底に下った

姿であり、人となられた極限である。
この人となられた、ということは、
取税人、罪人、病人、貧しい者、こ
の世における最も不幸な人の位置に
立たれたことである。その１人１人
の中に入られたことを意味する。そ
れ故に、これ等の人を受くることは
イエスを受くることである。十字架
に固着することは、イエスと共にこ
れ等貧しき人に仕えることなのであ
る。そして其処に復活と再臨への大
きな希望とよろこびが与えられるの
である .
十字架なき再臨はないし、再臨な

き十字架もない。

ある友へ

8 月 17 日
自治会の仕事をやめて福音宣教に

専念することをのぞみますとの御言
葉有難う御座居ます。けれども、私
は福音宣教と自治会の仕事とを全く
別のものというふうにはとらえてい
ません。本誌の内容を読んで頂けば
分る通り、本誌は自治会活動と無縁
ではありません。本誌の福音宣教は、
自治活動にかかわり自治活動は福音
にかかわっています。どちらか一方
では本誌は形をなさないのです。然
し、いつかは自治活動をやめる時が
来るでしょうが、そのことが、より
宣教にかかわるとは考えてはいませ
ん。やめることも継続することも信
仰より出ずることであり、信仰をは
なれて世俗とのかかわりはないから
です。
自治会活動を始めてから9年にな

りますが、恐らく自治会の歴史の中
で、9 年間連続役員をしているのは

私くらいでありましよう。そのため
でしょうか、何人かの知人より自治
会をやめて、本来の仕事に専念する
ようにとすすめられます。私のこと
を心配してすすめてくれる人は、過
去に自治会活動をした人達であり、
自治会活動からプラスになるものは
何もない事、それ故に早い機会に、
即ち、老人となる前にやめて、自分
の仕事をせよと言うのです。自分の
仕事とは、あなたの言われるように、
福音宣教をせよ、ということなので
す。
たとえ私が自治会から身を引く事

に依って自治会が閉鎖されるような
事態になってもやめるべきである、
困れば誰かが引き受けるだろうし、
引き受ける者がないにしてもやめた
方が良い。自治会活動からは得るも
のは何もない。犠牲になるだけだと
言うのです。私のことを心配して、
自治会から身を引くようにとすすめ
てくれる人達は皆、上記のような考
えをもっています。若しも私が自治
活動を自己の利益のために、即ち自
治活動に自己の生き甲斐亦は何等か
の意義を求めて従事しているとすれ
ば、私に勧告して呉れた人達と同じ
考えを持つでしょう。自治会活動程、
自己にとって無益なもの、失うもの
が多くて得るものが全くない仕事は
他に見出せないからです。然し、私
は自治会活動に何ものをも求めては
おりません。ここでいう求めていな
いということは、生きるための意義、
価値、目的、或いは仕合せというも
のを求めていないと言うことです。
自治活動は大衆の為に一方的に仕え
ることであり大衆の下僕になること
です。それは大衆に仕えること、下
僕になる事に生き甲斐を見出したり、
人生の意義を見出しているからでは
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なく、ただ仕え、下僕になっている
ことです。自己が無になり下僕とし
て仕えていることなのです。そして
これは信仰から出ているのです。
1950 年春、失明した時、私は信

仰をなくし、人生の意義を見失って
しまいました。生きながら死に渡さ
れてしまったのです。その私に生命
を与えて下さつたのは回心によ生け
る神、キリストとの出合いでした。
失明によって肉なる私は暗黒の中

にとじこめられてしまったのですが、
回心によって霊なる私は光のとりこ
となってしまったのです。その光の
中で見たものはイエスの十字架であ
ります。神の子キリストが、賎しい
下僕の形をとって十字架の死にまで
下り世の罪を贖われたという事実で
す。この事実、即ち、十字架という
出来事に合わされ、イエスと共に肉
なる自己が十字架にかけられ、イエ
スの生命に入れられた時、世界は全
く一変したのです。神なきこの世界
が、キリストの血によって贖われ、
聖別されているのです。それ故にこ
の世のいかなる仕事もキリスト者に
とって可能になったということです。
十字架によって聖別されている世

の諸々の職業に対して、キリスト者
は積極的に、大胆に入ってゆくこと
が可能になったという事です。その
かかわり方は神の子キリストが賎し
い下僕となって万人に仕えたように、
即ち、十字架の死に下って行かれた
ように己れの救いを放棄しイエスと
共に十字架にかけ、万人に仕えると
いう信仰によって、世の諸々の職業
にかかわることです。それは神を愛
し、隣人を変ずることでありましよ
う。' 十字架には神の愛と隣人への
愛があります。私達が、世の貧しい
者、病んでいる者、苦しんでいる者、

虐げられている者に仕えることは、
十字架のイエスを受け入れる事であ
ります。イエスが十字架の死に下っ
て行かれたのは、これ等の人達の罪
を御自身に受け、御自身をこれ等の
人達に与えるためだったからです。
十字架において彼(イエス)我(世の
人)との交換が行われているのです。
それ故に私の自治活動は、十字架

のイエスを知った事から起った必然
の出来事なのです。自治活動のため
に倒れ、それに依って死ぬとも私は
少しも悔いないし自治活動そのもの
に自己満足したり後悔したりするこ
ともありません。十字架を知った必
然の出来事として自治活動をしたに
すぎないからです。たとえ自治活動
のために死ぬようなことがあっても、
十字架のために死ぬのです。私に
とって、死ぬのはイエス・キリスト
の為であり、生きるも亦イエス・キ
リストの為である。主イエス・キリ
ストの命じ給う所には無となり出か
けて行くことでしょう。ですから私
が自治会のために倒れ死ぬことが
あっても、或いは失敗し大衆から追
放されるような事があっても、決し
て悲しんだり失望しないで下さい。
私にとって生くるは主の為であり、
死ぬるも主の為だからです。自治活
動だけではなく、この世のどんな小
さな仕事に携わってもそれは同じこ
となのです。

8月 23日

前号の「再臨」で内村先生は、平
和の問題を再臨と結びつけ論じてい
ませんが、先生の戦争反対は再臨に
まで突き抜けたのだ、という意味の
ことを書きましたが、其の後先生は、
平和の問題を論じていることを知り
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ました。それが本号の「終末論的希
望」であります。そして戦争に反対
し、この世の平和に絶望し、再臨に
まで突き抜けて行ったのだ、と言う
私の言葉がうら書されたようで、大
へん嬉しく思いました。然し、それ
と同時に、先生の再臨運動は、最後
にどのような形を取ったのか興味を
覚えました。私は今「聖書の研究」
(1919 年)を読んでいます。18 年 19
年は、先生のいわゆる「再臨研究大
会」が最高潮に達した時期ではない
かと、それと共に教会の反対も亦熾
烈を極めたのではないか、という気
がします。
「聖書の研究」を読み続けて行け
ば、どのようにして「再臨研究大会」
に終止符がうたれたのか、或いは最
後まで続いたのか、明らかになりま
すが、その結果を見るよりも、現在
の時点でいろいろと想像することに
興味を覚えます。それというのも私
自身がキリストの再臨を熱望し、冀
求し乞いるからです。私の再臨冀求
は、運動という形を取りませんし、
特別に再臨だけを強調することもあ
りません。十字架の主イエス・キリ
ストを語ることが再臨を語ることだ
からです。再臨のない十字架は無意
味であり、亦、十字架のない再臨も
意味がありません。何故ならば、十
字架による約束は、キリストの来臨
に依って完成することであり、其処
にこそ私達の最後の希望があるから
です。」
然し、キリストに依る支配とは、

どういうものであろうか。戦争もな
く、病気もなく、不安、苦痛、諸々
の悲哀もなく春の野を行くような世
界なのであろうか。死も悲しみもな
い歓喜の世界なのであろうか。私は、
キリストの来臨を冀求するものです

が、その世界がどのような世界であ
るかについては、全く関心がありま
せん。その世界が、聖書で比喩的に
言われているような天国であっても、
地獄であっても私にとってはどうで
もよいことなのです。十字架の主イ
エス・キリストが共にいます、とい
うことだけが、私の最初にして最後
ののぞみなのです。主イエス・キリ
ストが地獄に下り給うならば共に行
くだけのことです。それが救いなの
か、亡びなのか、私にとってそれは
どうでもよいことなのです。
この地上において、私のなすべき

ことは、キリストが来り給う日まで、
その歩まれた十字架の道を歩くだけ
です。十字架の道、それは神の子の
権威を放棄し、取税人、罪人、寡婦、
孤児、癩病人、盲人の位置に立たれ
たイエス、この世の誰よりも低く、
誰よりも弱く、誰よりも無力となっ
て十字架の死にまで下って行かれた
イエス、万人に仕えるイエスに従う
ことです。私の名に由ってこれらの
いとちいさきものの１人にしたこと
は、私にしたことである、と言われ
たイエスに従うことです。その従う
とは、これら弱き者、病める者、貧
しき者、悩める者に仕えることです。
それが生けるキリスト、十字架の主
イエス・キリストを受けることなの
です。そして、そこがキリストの支
配し給う所、神の国なのです。それ
故に現在とキリストの来臨に依るこ
の世の支配は本質において少しも異
るところがありません。主イエスの
十字架を烈しく求めることは、キリ
ストの再臨を烈しく求めることであ
り、この世の貧しき者、病める者、弱
き者を烈しく求めることであります。
其処では、信仰とこの世との区別は
なく、この世に仕えることがそのま
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ま信仰であります。
神が一人子を給う程に世を愛され

た世とは、キリストの血に依って贖
われ、聖別された世であります。こ
の世に仕えることは、そのままキリ
ストに仕えることであり、聖とされ
ることでありましょう。それ故に私
達は、この世に対して、自由に、積
極的に関わることが出来るのです。
この世に関わるとは、イエスが御自
身(神の子)を放棄し、無となられた
ように、私達もイエスにあって、彼
と共に死に、無となっているが故に、
この世に対して全く自由となり、関
わることが出来るからです。

療養通信

8 月は自治会も夏休のような形
で、あまり動きがありませんでした
が、その中で、11月初旬の本省向け
全患協行動に合わせ、医療研究会を
開催し討議しました。この研究会で、
ハンセン病療養所に何故医師が就職
を希望しないのか、医師確保のため
にいかなる対策を取ればよいかが中
心になりました。
全国13園のうちで、30代の若い

医師がいるのは全生園だけで、3 人
の医師からこの問題についての考え
をききました。最初の１人、A とし
ますが、Aは病棟で懇談したために、
私は出席しませんでしたが、BとCは
自治会事務所で懇談しましたので出
席しました。
Bは基本治療科(皮膚科)の最も若

い先生で、B は、療養所の将来につ
いては一般総合病院で治療が受けら
れるようにする事、ハンセン病だか
らと言って特別扱いをする必要はな
い。大学ではハンセン病について教
えないが、皮膚科で扱えばよい。分

らなければ勉強すればよいので、他
にも分らない病気はいくらでもある
が、研究し克服して行くところに進
歩がある。それに依って総合病院の
皮膚科にハンセン病の専門医が出来
るであろう。
センターについては、先ず、セン

ター長は大学の教授を持って来る事。
併任制度を採用する事。大学の教授
が同時にセンターの臨床医であるの
がのぞましい。併任の場合の勤務は、
週２回とする。この併任制度に依っ
て大学の各科専門医を受け入れるこ
とが出来るだろう。この意味で、セ
ンターは大学とのつながりを考えな
ければならない。
センターは5階建くらいのものを

建てる事。図書館、医局、研究室が
包含される。特に研究室は臨床医に
とって必要であり、考慮されなけれ
ばならない。現在の治療棟は不備で
ある。
B医師の考えには共感出来る面が

多くありました。特に一般総合病院
を将来は利用すると言う構想は共感
を覚えます。そこまでに行く段階と
して社会復帰者に先ず医療の門戸を
解放せよ、と言うのは癩予防法改正
の私の持論です。
Ｃは外科医ですが、次のようなこ

とを言われました。センターは必要
がない。患者さんは減る一方で近い
将来老人施設になると思われる。
医師対策については、何も持って

いない。私自身のことを言えば、10
年後にはハンセン病療養所は老人施
設になり、私を必要としなくなるで
あろう。その時私は40才であり、将
来を考える時、このままとどまるべ
きか、他に行くべきか、考えなけれ
ばならない。まだ、どちらとも考え
はまとまっていないけれど、外科医



- 8 -

第181号　1977.9.20

である私を必要としない時が来る事
ははっきりしている。
青森県の松丘保養園では、患者自

治会が持っている慰安会の土地を青
森市に寄附し、其処に一般総合病院
を建て、松丘保養園の医療を兼任し
て貰う運動を進め.ている、と言う
私の言葉に、若しそのような併設が
可能であれば希望が持てる。
医師確保の法策については希望が

なＣ外科医の言葉は、現実を最もよ
く理解した発言と言えるでしょう。
然し、それが総てとは言えません。
Ｃ医官は外科医の立場から、セン
ター無用論を説いているので、癩セ
ンターそのもの、即ちハンセン病療
養所の癩の医療の最終的責任を負う、
癩センターそのものを否定したとは
考えられないからです。
然しＣ外科医の発言は、ハンセン

病の将来の医療について絶望と言わ
ないまでも非常に暗いと言ってよい
でしょう。そしてそれは冷厳な事実
であり、センター問題についても真
剣に再検討する時が来たようです。
全患協は４ブロックにセンター設

置を決議していますが、現在9000人
の患者は、10年後に、その２分の1
以下になるでしょう。しかもそのう
ちの 90%、或いはそれ以上の者は菌
陰性の高齢者、障害者になることを
考えれば、4 カ所のセンターは無用
でありましょう。東西2カ所も多い
くらいで、現実には１カ所も多いく
らいです。何故なら、新発生患者は
ゼロに近く、然も入院を必要としま
せん。10 年後に癩予防法は改正さ
れ、一般病院で治療が受けられるよ
うになるでしょう。また、そうしな
ければならないし、癩予防法改正の
目的は、其処におかなければなりま
せん。こう考えてくるとき、セン

ターの必要性が稀薄になって来ます
が、現状では、センター無用論は早
計といえましょう。医療差別の癩予
防法は現存しており、ハンセン病に
対する社会の偏見の壁は厚く、解放
医療とは程遠い位置におかれている
からです。現状は、ハンセン病医療
の最後をみるセンターは必要なので
す。そのセンターの医師をいかにし
て確保するか、B と C の両医師が言
われているように、大学教授の併任、
敷地内に一般病院を併設する事、亦
近接の医療機関との医療提携を積極
的に進めること以外にないようです。

本年１月急逝された新井正男先生
の顕彰碑を予算 200 万円で建立する
ことになりました。この内 100 万円
は新井先生未亡人より香典返しに頂
いたものであり、残り100 万円は入
園者と職員から募金することになり
ました。既に募金を始めていますが、
患者のみの募金が 170 万円を越え、
200 万円集まることが . 確実となり
ました。患者から先生がいかに慕わ
れていたか、改めて知らされた思い
です。先生は眼科医として多くの失
明者を開眼し、暗黒から光へと解放
したのです。また人間的にも患者か
ら慕われ信頼されていました。


